
 

 

「もんじゅ」等の研究計画について 

（中間的な論点のとりまとめ案） 

 

はじめに  

○ 「もんじゅ」は、「革新的エネルギー・環境戦略」（平成２４年９月１４日エネル

ギー・環境会議決定）（以下、「戦略」という。）において、「国際的な協力の

下で、高速増殖炉の成果の取りまとめ、廃棄物の減容及び有害度の低減

等を目指した研究を行うこととし、このための年限を区切った研究計画を策

定、実行し、成果を確認の上、研究を終了する。」とされている。 

○ 文部科学省は、同戦略を受けて、「もんじゅ」等の具体的な研究計画を策定

するために、科学技術・学術審議会 研究計画評価分科会 原子力科学技

術委員会の下に、もんじゅ研究計画作業部会を 10 月 10 日に設置し、これ

まで○回の検討を行ってきた。 

○ 本中間的な論点のとりまとめは、今後の計画の策定に向け、これまでの検

討を通して明らかになった論点・課題に基づく研究計画の方向性を示すと

ともに、当面の研究の進め方や今後検討すべき課題について整理したもの

である。 

○ 今後、詳細な計画の策定に向け、更なる検討を行う。 

 

Ⅰ．「もんじゅ」の研究計画策定における基本的考え方  

○ 「もんじゅ」については、国内における高速増殖炉に関する技術の確立・継

承が行えるよう高速増殖炉開発の成果を取りまとめる。 

○ これに加え、重要な視点の一つとして取り組むこととしてきた放射性廃棄物

の減容及び有害度の低減に関する研究について、従来より重点を置く。 

○ このような観点より、今回の研究計画における「もんじゅ」の役割を以下の２

点とし、研究計画の策定をする。 

 高速増殖炉プラントとしての技術成立性の確認等の高速増殖炉の成果

のとりまとめに向けた中核的な研究開発の場 

 廃棄物の減容及び有害度の低減等を目指した中核的な研究開発の場 

○ なお、研究計画については、これまでの開発経緯を踏まえ、効果的・効率

的に、かつ国民にその過程・成果が伝わるよう研究を推進していくという観

点から年限を区切ることとし、国際的な協力の下で研究を行うことを重視す

る。 

資料１ 

科学技術・学術審議会 研究計画・評価分科会 

原子力科学技術委員会もんじゅ研究計画作業部会（第５回）

H２４．１２．１１ 
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Ⅱ．高速増殖炉開発の成果のとりまとめを目指した研究開発について  

１．検討の基本方針 

○ 「もんじゅ」は、国内唯一の発電設備を有する高速増殖炉であり、国内にお

ける高速増殖炉に関する研究開発を行うとともに、そこで確立された技術の

継承が行えるよう開発成果をとりまとめていく観点において重要な施設であ

る。 

○ 「高速増殖炉開発の成果の取りまとめ」という目標を達成するために、まず、

世界の高速増殖炉/高速炉研究開発における「もんじゅ」の位置づけを技

術的観点から整理する。 

○ その上で、「もんじゅ」において開発する技術について、高速増殖炉開発に

おける技術の重要度及び「もんじゅ」を利用することの優先度の２つの観点

により分類し、成果のとりまとめに必要となる技術項目をこれら重要度・優先

度を軸に抽出する。 

○ その後、各技術について、必要となる成果の程度及びその達成するために

必要となる研究期間を検討し、上記重要度・優先度を踏まえて成果のとりま

とめに必要となる研究期間を特定、これに基づく研究計画を策定する。 

 

２．これまでの検討経過 

○ 高速増殖炉プラントとしての技術成立性の確認に必要な技術を特定するた

め、「もんじゅ」の技術体系を整理し、以下の５種類に大別した。 

 炉心・燃料技術 （例）炉心管理技術、燃料照射挙動確認等 

 機器・システム設計技術 （例）プラント系統設計技術・評価技術、計測

設備設計技術・評価技術等 

 ナトリウム取扱技術 （例）ナトリウム管理技術、検査技術等 

 プラント運転・保守技術 （例）保守管理技術、運転管理技術等 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故（以下、東電福島原発事故と

いう）を踏まえたシビアアクシデントに関する安全機能確認・評価技術  

（例）シビアアクシデント対策技術・安全解析評価技術 

○ その上で、「もんじゅ」独自の技術と「海外炉」と「もんじゅ」共通の技術、「海

外炉」独自の技術に区別した技術マップを作成し、世界の高速増殖炉/高

速炉開発における「もんじゅ」で開発可能な技術の位置づけを整理した。 

○ さらに、高速増殖炉開発における技術の重要度及び「もんじゅ」を利用する

ことの優先度の分類基準に基づき、研究開発項目の分類を行い、技術項

目ごとに個別技術の重要度・優先度の整理を行った。（添付資料１参照） 
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○ なお、東電福島原発事故を受けた高速増殖炉の安全性強化の検討の一環

として「もんじゅ」が行うべきことについては、Ⅳ．で後述する。 

 

３．当面の研究の進め方 

○ まずは、「もんじゅ」が設計された通りの性能を有しているか確認を行うため、

安全確保に万全を期しつつ性能試験実施に向けた準備を行う。【研究開発

実施に向けた準備については、Ⅴ．で後述】 

○ そのため、これらを実施するために必要な試験計画を、現在検討されてい

る重要度・優先度分類の整理を踏まえ、検討・策定を行う。 

○ また、事故・故障等に関する知見を集積し、「もんじゅ」を含む高速増殖炉の

技術体系へ反映する仕組みを継続的に運用・改善する。その際、「もんじ

ゅ」は、実存するプラントとしての運転等を通じたリスクアセスメント・マネジメ

ント研究の実践の場として活用する。 

○ 研究に当たっては、国際協力を積極的に活用する。 

 

４．引き続き検討が必要な課題 

○ 上記研究開発項目の分類結果に基づき、それぞれの技術項目の達成形態

や達成時期についてさらに詳細検討し、高速増殖炉プラントとしての技術

成立性の確認に必要なデータ等の洗い出しを行い、そこから研究計画に必

要な期間及び計画の内容を検討する。 

○ 研究を国際協力の下で行うための具体的な検討を行う。 

 

Ⅲ．廃棄物の減容及び有害度の低減を目指した研究開発について  

１．検討の基本方針 

○ 「もんじゅ」をはじめとする高速増殖炉/高速炉は、軽水炉では燃やすことが

難しい「高次化プルトニウム」や「マイナーアクチニド」を燃料として燃焼する

ことが可能である。このため、高レベル放射性廃棄物の減容及び有害度の

低減等の環境負荷低減に貢献すると考えられている。 

○ 一方で、「常陽」等を用いてこれまでもマイナーアクチニド含有燃料等に関

する基礎的な研究は行われてきたが、実際の燃料規模で環境負荷低減の

有効性を確認するための核的性能や燃料性能に関する知見が十分ではな

い。「もんじゅ」は、これらの知見を得るために重要な施設である。 

○ 以上を踏まえ、まずは「高速増殖炉/高速炉による環境負荷低減の有効性

を確認すること」を目標とし、「もんじゅ」において燃料照射試験と分析を行
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いデータの収集を実施するとともに、「もんじゅ」のデータを補強・補完する

観点から、「常陽」でも照射試験等を実施する。 

○ 加えて、燃料の製造・照射・処理の各段階で必要な研究を実施する。 

 

２．これまでの検討経過 

○ 国内及び海外の高速中性子照射場の性能や照射実績等を整理した上で、

環境負荷低減の有効性を確認するために追加的に実施すべき試験項目を

選定し、「もんじゅ」及び「常陽」を用いた照射試験の内容の検討を実施した。

（添付資料２参照） 

○ また、照射試験以外にも有効性の確認に貢献する研究の検討のため、再

処理等の基礎的な研究について検討を実施した。 

 

３．当面の研究の進め方 

（１）「もんじゅ」で行うべき研究開発 

○ 「もんじゅ」において、長期停止中にプルトニウム 241 の崩壊により蓄積した

アメリシウム 241 を多く含むＭＯＸ燃料集合体の全炉心照射試験を性能試

験と同時に開始する。 

○ 「もんじゅ」による高次化プルトニウム含有のＭＯＸ燃料の照射試験やマイナ

ーアクチニド含有のＭＯＸ燃料の照射試験及びそれらの分析を行うため、

燃料製造等の先行的な研究を実施する。 

（２）「もんじゅ」以外で行うべき研究開発 

○ 「もんじゅ」における照射試験のデータを補強・補完する観点から、「常陽」

において、特殊な照射条件・燃料条件での照射試験を実施する必要がある

ため、燃料製造等の先行的な研究を実施するとともに、「常陽」の平成２７年

度の運転再開を目指し、燃料交換機能の復旧作業に着実に取り組む。 

○ マイナーアクチニド含有燃料等の製造・処理・回収技術等の基礎的な研究

を行う。 

○ 照射試験の実施に当たっては、国際協力を積極的に活用する。 

 

４．引き続き検討が必要な課題 

○ 放射性廃棄物の減容及び有害度の低減に係る全体システムの有効性を確

認するためには、「もんじゅ」による照射試験及びその分析のみならず、再

処理等を含む全体システムの技術成立性についても検討を行う。 

○ 研究計画については、高速増殖炉開発のとりまとめのために必要な研究計
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画と深く関係することから、その年限を踏まえ、有効性の確認に必要な研究

計画をこれまで原子力機構から提案された実施内容をもとに検討する。 

○ 照射試験を国際協力の下で行うため、ＧＡＣＩＤの枠組みの有効活用等も視

野に入れつつ、具体的な検討を行う。 

 

Ⅳ．高速増殖炉/高速炉の安全性強化を目指した研究開発について  

１．検討の基本方針 

○ 高速増殖炉/高速炉の安全性強化に向けた研究開発は、研究開発を行う

際の大前提となる課題であり、特に継続的に確実に取り組む必要がある。 

○ 特に、東電福島原発事故は、シビアアクシデントの発生防止及びシビアア

クシデント発生時の緩和対応策の重要性を改めて提起した。 

○ 我が国では、「もんじゅ」の設計・許認可等を通して、高速増殖炉/高速炉の

安全性確保のための技術体系を構築してきたが、東電福島原発事故を踏

まえ、高速増殖炉/高速炉プラントシステムのシビアアクシデントに対する更

なる安全性強化策を検討し、高速増殖炉/高速炉の安全技術体系の強化

を図ることが重要である。 

○ 「もんじゅ」は実存するプラントとして運転やアクシデントマネジメントの検討・

訓練等を通じて高速増殖炉/高速炉全体の安全技術体系を構築するため

の研究開発の場を提供することができる重要な施設である。 

○ 一方で、炉心溶融時の基礎データ取得等の「もんじゅ」で行うことが困難な

実験条件について、他の試験施設において実施したり、プラントシミュレー

ションによる原子炉の挙動解析等で行ったりすることも安全技術体系を構築

するためには必要な研究開発である。 

○ これらを総合的に実施することにより、高速増殖炉/高速炉の安全技術体系

の構築の実現を図ることが可能となる。このため、「もんじゅ」で実施する研

究開発項目と「もんじゅ」以外で実施する研究開発項目に整理し、高速増

殖炉/高速炉の安全性強化を目指した研究開発を実施する。 

 

２． これまでの検討経過 

○ 高速増殖炉/高速炉の安全技術体系を構築するために、これまで行ってき

た研究開発や今後必要となる研究開発について整理し、研究開発の全体

像を検討した。 

○ その上で、今後必要となる各研究開発項目について、今後実施すべきこと

を検討した。（添付資料３参照） 
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３．当面の研究の進め方 

（１）「もんじゅ」で行うべき研究開発 

○ 安全性向上の活動に活かすため、「もんじゅ」において、地震等の外部事象

を含む事故に至るシナリオの検討と、シナリオ毎の発生頻度をＰＳＡ（確率

論的安全性評価）等の手法を用いて解析し、シビアアクシデント評価技術

の構築を図る。 

○ 「もんじゅ」におけるアクシデントマネジメントを整備し、実際の訓練に基づく

安全性向上を図る。 

○ 実存プラントである「もんじゅ」を利用した自然循環試験について、全交流電

源喪失時の種々の状況を考慮した試験条件やプラント条件を検討する。 

（２）「もんじゅ」以外で行うべき研究開発 

○ フランスやカザフスタンとの共同研究が予定されているＥＡＧＬＥ３プロジェク

ト等を実施し、炉心溶融発生時におけるデブリ形成過程等、炉心損傷時の

炉内状況について基礎データを取得し評価する。 

○ また、一次冷却系や炉内冷却系の機能喪失を念頭とした新たな炉心冷却

システム開発のために、概念検討やその性能評価に必要な試験研究等を

行う。 

○ シビアアクシデント対策強化の研究開発の実施に当たっては、国際協力を

積極的に活用する。 

 

４．引き続き検討が必要な課題 

○ 原子力規制委員会が今後策定する予定の新安全基準の動向を踏まえつ

つ、安全性を高めるために自ら取り組むべきことについて検討を行う。 

○ シビアアクシデント対策強化の研究開発を国際協力の下で行うため、ＧＩＦ

の枠組みの有効活用等も視野に入れつつ、具体的な検討を行う。 

 

Ⅴ．研究開発実施に向けた準備について  

○ 高速増殖炉開発の成果のとりまとめや、放射性廃棄物の減容及び有害度

の低減を目指した研究開発を行うために、先ずは「もんじゅ」の試験再開に

向けた準備を行う必要がある。 

○ 原子力機構によると速やかに試験再開に必要な「もんじゅ」の設備点検を開

始すれば、技術的には平成２５年度中の試験再開が可能となるとの見通し

（スケジュール）を示している。（添付資料４参照） 

6



 

○ 特に「もんじゅ」については、安全確保に万全を期すことが大前提であるが、

停止中であっても維持管理費のために多額のコストを要していることを考慮

すると、費用対効果の面から考えて、速やかに試験再開に向けた準備を行

い、研究計画を実行することが望ましい。 

○ 試験再開に際しては、原子力規制委員会が策定する新安全基準への適合

状況や破砕帯をはじめとする耐震評価等の原子力規制委員会の確認を経

た上で、試験再開に向け安全確保と国民からの信頼に応える運転体制に

万全を期すことが重要である。 

 

Ⅵ．実施機関  

○ 「もんじゅ」の設置者である日本原子力研究開発機構をはじめ、研究開発を

効率的・効果的に行うために国内の大学や民間企業、海外との研究協力を

活用して研究開発を実施する。 

 

Ⅶ．引き続き検討が必要な事項  

○ 上記各項目で示した課題に加えて、以下の事項については、引き続き検討

が必要である。 

 研究成果のとりまとめ方法（「Knowledge Management」の観点からの検

討が必要） 

 国際協力の具体的なあり方 

 策定した研究計画を実行するための研究開発体制のあり方（柔軟かつ

より実効的な研究体制・マネージメントの構築） 

 研究計画の評価（評価軸・時期等）のあり方 

 

以上 
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す
る

こ
と

が
時

間
的

、
経

済
的

、
技

術
的

な
観

点
で

適
切

な
技

術

３
：
「
も

ん
じ

ゅ
」
以

外
で

開
発

す
る

こ
と

が
可

能
な

技
術

等
価

な
技

術
を

「
も

ん
じ

ゅ
」
以

外
で

も
開

発
す

る
こ

と
が

可
能

で
、

か
つ

、
時

間
的

、
技

術
的

な
観

点
で

適
切

と
考

え
ら

れ
る

技
術

高
速

増
殖

炉
開

発
に
お
け
る
技

術
の
重

要
度

の
分

類
基

準

Ａ
：
高

速
増

殖
炉

開
発

に
お

い
て

鍵
と

な
る

技
術

・高
速

増
殖

炉
の

安
全

性
、

信
頼

性
、

経
済

性
あ

る
い

は
資

源
有

効
利

用
性

の
実

現
に

係
る

技
術

成
立

性
の

確
認

に
お

い
て

不
可

欠
な

技
術

・
国

際
的

に
高

い
評

価
を

得
る

技
術

（
世

界
初

、
有

償
入

手
依

頼
、

対
等

な
対

価
の

国
際

協
力

の
対

象
と

な
る

も
の

）
Ｂ

：
高

速
増

殖
炉

開
発

に
お

い
て

重
要

又
は

補
強

と
な

る
技

術
・高

速
増

殖
炉

の
技

術
成

立
性

の
確

認
に

係
る

技
術

で
あ

る
が

、
Ａ

に
該

当
し

な
い

も
の

（例
え

ば
、
上

記
Ａ

の
技

術
を

補
強

・支
援

す
る

も
の

、
国

際
協

力
の

テ
ー

マ
に

な
り
得

る
も

の
）

Ｃ
：
高

速
増

殖
炉

の
成

果
の

と
り
ま

と
め

に
は

入
ら

な
い

技
術

・高
速

増
殖

炉
特

有
の

技
術

で
は

な
い

も
の

（例
え

ば
、
タ

ー
ビ

ン
設

備
、
発

電
機

設
備

等
の

軽
水

炉
や

一
般

産
業

で
も

活
用

さ
れ

て
い

る
も

の
）

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
行

う
研

究
開

発
の
重

要
度

・
優

先
度

分
類

に
つ
い
て
（
１
／

２
）

高
速

増
殖

炉
プ

ラ
ン

ト
と

し
て

の
技

術
成

立
性

の
確

認
等

の
高

速
増

殖
炉

の
成

果
の

と
り
ま

と
め

に
必

要
な

技
術

を
特

定
す

る
た

め
、

｢も
ん

じ
ゅ

｣の
技

術
体

系
を

整
理

。
そ

の
上

で
、

こ
れ

ら
を

｢高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
け

る
技

術
の

重
要

度
｣と

｢も
ん

じ
ゅ

を
利

用
す

る
こ

と
の

優
先

度
｣の

２
つ

の
軸

で
表

を
整

理
。

以
下

の
観

点
で
技

術
を
そ
れ
ぞ
れ
再

整
理

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
お
い
て
研

究
開

発
可

能
な
技

術

１
）
炉

心
・
燃

料
技

術
高

次
化

Ｐ
ｕ
／

Ａ
ｍ

含
有

組
成

燃
料

で
構

成
さ

れ
た

炉
心

の
設

計
技

術
実

用
規

模
燃

料
等

の
設

計
技

術
等

２
）
機

器
・
シ

ス
テ

ム
設

計
技

術
ル

ー
プ

型
炉

プ
ラ

ン
ト
系

統
設

計
技

術
・
評

価
技

術
ル

ー
プ

型
炉

の
大

型
機

器
設

計
技

術
・
評

価
技

術
等

３
）
ナ

ト
リ
ウ

ム
取

扱
技

術
原

子
炉

容
器

・
１
次

主
配

管
用

ＩＳ
Ｉ技

術
蒸

気
発

生
器

伝
熱

管
用

ＩＳ
Ｉ技

術
等

４
）
プ

ラ
ン

ト
運

転
・
保

守
技

術
ト
ラ

ブ
ル

等
か

ら
得

ら
れ

る
知

見
の

集
積

に
よ

る
運

転
技

術
・
保

守
技

術
の

向
上

燃
料

取
扱

系
機

器
の

保
守

管
理

技
術

等

５
）
安

全
機

能
確

認
・
評

価
技

術
大

規
模

系
統

で
の

自
然

循
環

除
熱

設
計

技
術

・評
価

技
術

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
発

生
防

止
・
影

響
緩

和
に

係
る

設
計

対
応

技
術

等

添
付

資
料

１
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も
ん
じ
ゅ
を
利
用
す
る
こ
と
の

優
先
度

１ 「
も
ん
じ
ゅ
」
で
な
け
れ
ば

開
発
で
き
な
い
技
術

２ 「
も
ん
じ
ゅ
」
で
開
発

す
る
こ
と
が
合
理
的
な
技
術

３ 「
も
ん
じ
ゅ
」
以
外
で
開
発
す
る
こ
と

が
可
能
な
技
術

高 速 増 殖 炉 開 発 に お け る 技 術 の 重 要 度

Ａ 高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
い

て
鍵

と
な

る
技

術
(成

果
の

と
り
ま

と
め

に
不

可
欠

な
も

の
)

Ａ
１

【
炉
心
・
燃
料
技
術
】

・
高
次
化
Ｐ
ｕ
／
Ａ
ｍ
含

有
組
成
燃
料
で
構
成
さ
れ
た
炉
心
の
設
計

技
術
・
管
理
技
術

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技

術
】

・
ル
ー
プ
型
炉
プ
ラ
ン
ト

系
統
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
ホ
ッ
ト
ベ
ッ
セ
ル
原
子

炉
容
器
の
設
計
・
評
価
技
術

・
計
測
設
備
設
計
技
術
の

内
、
炉
外
核
計
装
、
Ｆ
Ｆ
Ｄ
の
設
計
技
術

・
燃
料
取
扱
シ
ス
テ
ム
設

計
技
術

【
ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術
】

・
原
子
炉
容
器
／
１
次
主

配
管
用
Ｉ
Ｓ
Ｉ
技
術

【
プ
ラ
ン
ト
運
転
・
保
守
技

術
】

・
１
次
系
配
管
・
炉
容
器

外
配
置
１
次
系
機
器
の
保
守
管
理
技
術

・
ト
ラ
ブ
ル
対
応
か
ら
得

ら
れ
る
知
見
の
集
積
に
よ
る
運
転
技
術
・

保
守
技
術
の
向
上

【
安
全
機
能
確
認
・
評
価
技

術
】

・
も
ん
じ
ゅ
の
シ
ビ
ア
ア

ク
シ
デ
ン
ト
防
止
／
緩
和
対
策
・
評
価
技
術

・
大
規
模
系
統
で
の
自
然

循
環
除
熱
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
安
全
保
護
系
統
（
計
装

、
保
護
動
作
）
の
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
－
水
反
応

防
止
／
緩
和
設
備
の
設
計
技
術
・
評
価
技
術

Ａ
２

【
炉
心
・
燃
料
技
術
】

・
実
用
規
模
燃
料
等
の

設
計
技
術

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計

技
術
】

・
ル
ー
プ
型
炉
の
大
型

機
器
設
計
技
術
・
評
価
技
術

・
計
測
設
備
設
計
技
術

の
内
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
え
い
検
出

技
術
、
水
漏
え
い
検

出
技
術
、
タ
グ
ガ
ス
式
燃
料
破
損

位
置
検
出
技
術

【
ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術

】
・
蒸
気
発
生
器
伝
熱
管

用
Ｉ
Ｓ
Ｉ
技
術

・
ナ
ト
リ
ウ
ム
管
理
技

術
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
純
度
管
理
、

放
射
化
物
（
Ｃ
Ｐ
挙

動
、
ト
リ
チ
ウ
ム
挙
動
）
、
ナ
ト

リ
ウ
ム
蒸
気
管
理
、

洗
浄
等
）

【
プ
ラ
ン
ト
運
転
・
保
守

技
術
】

・
高
速
増
殖
炉
発
電
プ

ラ
ン
ト
の
運
転
管
理
技
術

・
高
速
増
殖
炉
の
保
守

管
理
技
術
(
２
次
系
機
器
等
)

・
燃
料
取
扱
系
機
器
の

保
守
管
理
技
術

Ａ
３

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技
術
】

・
高
温
構
造
設
計
･
評
価
技
術
（
コ
ー

ル
ド
試
験
、
常
陽
照
射
等
）

・
検
出
機
器
類
の
性
能
向
上
技
術

（
コ
ー
ル
ド
試
験
）

【
プ
ラ
ン
ト
運
転
・
保
守
技
術
】

・
廃
炉
関
連
技
術
＊
（
先
行
炉
、
海

外
炉
）

＊
：
廃
炉
時
に
確
認

【
安
全
機
能
確
認
・
評
価
技
術
】

・
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
発
生
防
止
・

影
響
緩
和
に
係
る
設
計
対
応
技
術

（
コ
ー
ル
ド
試
験
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
炉
）

・
自
然
循
環
時
の
詳
細
温
度
分
布
等
に

よ
る
解
析
技
術
（
コ
ー
ル
ド
試
験
）

Ｂ 高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
い

て
重

要
又

は
補

強
と

な
る

技
術

（
成

果
の

取
り

ま
と

め
に

有
用

な
も

の
）

Ｂ
１

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技

術
】

・
水
・
蒸
気
系
設
備
設
計

技
術
の
内
、
制
御
特
性
・
過
渡
特
性
に
関

す
る
設
計
技
術
・
評
価

技
術

Ｂ
２

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計

技
術
】

・
水
・
蒸
気
系
設
備
設

計
技
術
の
内
、
蒸
気
発
生
器
等
設

計
・
評
価
技
術

Ｂ
３

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技
術
】

・
２
次
系
ポ
ン
プ
設
計
･
評
価
技
術

（
コ
ー
ル
ド
試
験
、
海
外
炉
）

・
主
循
環
ポ
ン
プ
調
速
用
Ｖ
Ｖ
Ｖ
Ｆ
の

設
計
技
術
（
コ
ー
ル
ド
試
験
）

・
浸
漬
型
純
化
系
コ
ー
ル
ド
ト
ラ
ッ
プ

設
計
技
術
（
海
外
炉
）

Ｃ 高
速

増
殖

炉
の

成
果

の
と

り
ま

と
め

に
は

入
ら

な
い

技
術

Ｃ
１

【
機
器
・
シ
ス
テ
ム
設
計
技

術
】

・
発
電
所
補
助
シ
ス
テ
ム

設
計
技
術
（
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
消
費
量
、

制
御
用
圧
縮
空
気
圧
力

、
等
）

・
タ
ー
ビ
ン
／
発
電
機
設

計
技
術

Ｃ
２

Ｃ
３

「
も
ん
じ
ゅ
」
で
行

う
研

究
開

発
の
重

要
度

・
優

先
度

分
類

に
つ
い
て
（
２
／

２
）

高
速

増
殖

炉
プ

ラ
ン

ト
と

し
て

の
技

術
成

立
性

の
確

認
等

の
高

速
増

殖
炉

の
成

果
の

と
り
ま

と
め

に
必

要
な

技
術

を
特

定
す

る
た

め
、

｢も
ん

じ
ゅ

｣の
技

術
体

系
を

整
理

。
そ

の
上

で
、

こ
れ

ら
を

｢高
速

増
殖

炉
開

発
に

お
け

る
技

術
の

重
要

度
｣と

｢も
ん

じ
ゅ

を
利

用
す

る
こ

と
の

優
先

度
｣の

２
つ

の
軸

で
表

を
整

理
。
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「高
速

増
殖

炉
に

よ
る

環
境

負
荷

低
減

の
有

効
性

を
確

認
す

る
」た

め
、
従

来
知

見
を

整
理

し
、
「も

ん
じ

ゅ
」等

に
お

け
る

燃
料

の
照

射
試

験
で

実
施

す
べ

き
試

験
項

目
候

補
を

検
討

。

放
射

性
廃

棄
物

の
減

容
及

び
有

害
度

の
低

減
を
目

指
し
た
研

究
開

発
添

付
資

料
２

「も
ん

じ
ゅ

」照
射

試
験

候
補

目
的

M
1

M
O
X
燃

料
集

合
体

の
照

射
試

験
も

ん
じ

ゅ
燃

料
設

計
妥

当
性

確
認

、
A
m

含
有

M
O
X
の

定
常

照
射

で
の

挙
動

、
H
e
効

果
の

確
認

M
2

高
次

化
P
u-

M
O
X
燃

料
の

照
射

試
験

高
次

化
P
u-

M
O
X
燃

料
の

照
射

挙
動

確
認

、
H
e

効
果

の
確

認

M
3

G
A
C
ID

-
1
先

行
照

射
試

験
M

A
含

有
M

O
X
実

規
模

燃
料

ピ
ン

の
照

射
挙

動
確

認

M
4

G
A
C
ID

-
1
照

射
試

験
M

A
含

有
M

O
X
実

規
模

燃
料

ピ
ン

の
照

射
挙

動
確

認
(M

A
濃

度
、
燃

料
仕

様
、
燃

料
製

造
方

法
が

M
3
と

異
な

る
)

「常
陽

」照
射

試
験

候
補

目
的

J
1

A
m

-
1
長

期
照

射
試

験
M

A
含

有
M

O
X
燃

料
の

被
覆

管
内

面
腐

食
等

の
燃

焼
依

存
挙

動
デ

ー
タ

取
得

J
2

A
m

-
1
短

期
高

出
力

試
験

M
A
含

有
M

O
X
燃

料
の

燃
焼

初
期

に
お

け
る

元
素

再
分

布
、
組

織
変

化
等

の
挙

動
デ

ー
タ

取
得

J
3

M
A
含

有
高

P
u-

M
O
X
燃

料
の

系
統

的
試

験

高
P
u富

化
度

条
件

で
燃

料
組

成
、
燃

料
仕

様
パ

ラ
メ

タ
の

照
射

挙
動

へ
の

影
響

に
つ

い
て

の
デ

ー
タ

を
系

統
的

に
取

得

J
4

G
A
C
ID

-
1
先

行
照

射
試

験
ペ

レ
ッ

ト密
度

の
影

響
に

つ
い

て
の

デ
ー

タ
取

得
と

M
3
試

験
と

の
比

較
に

よ
り
ス

ケ
ー

ル
効

果
を

評
価
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高
速

増
殖

炉
/
高

速
炉

の
安

全
技

術
体

系
を

構
築

「
も

ん
じ

ゅ
」
の

設
計

・
建

設
・
許

認
可

を
通

し
て

構
築

し
て

き
た

高
速

増
殖

炉
の

安
全

性
確

保
の

た
め

の
技

術
体

系

こ
れ

ま
で

実
証

炉
等

に
向

け
て

実
施

し
て

き
た

安
全

研
究

の
成

果

＋

第
4
世

代
炉

の
国

際
標

準
S
D
C
、

S
D
G
に

も
国

際
協

力
の

取
組

の
一

環
と

し
て

反
映

を
目

指
す

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
(S

A
M

)策
の

充
実

と
そ

の
実

証
的

な
確

認
や

訓
練

・
運

用
●

S
A
M

策
の

整
備

（外
部

事
象

（地
震

、
津

波
等

）及
び

全
電

源
喪

失
事

故
へ

の
対

策
強

化
等

）
●

高
速

増
殖

炉
の

安
全

裕
度

の
実

証
（自

然
循

環
試

験
等

）、
S
A
M

の
訓

練
・運

用
と

改
良

確
率

論
的

安
全

評
価

等
に

よ
る

総
合

的
な

安
全

評
価

の
実

施
と

S
A
評

価
技

術
の

構
築

●
地

震
・津

波
等

を
含

む
S
A
事

象
に

つ
い

て
P
S
A
（確

率
論

的
安

全
評

価
）の

実
施

と
安

全
向

上
策

の
摘

出
●

ス
ト
レ

ス
テ

ス
ト
に

よ
る

安
全

裕
度

評
価

と
安

全
向

上
策

の
摘

出

炉
心

損
傷

時
の

再
臨

界
の

防
止

と
事

象
の

炉
容

器
内

終
息

を
図

る
た

め
の

研
究

●
炉

心
溶

融
時

の
挙

動
分

析
の

た
め

の
試

験
（E

A
G
L
E
 ）

の
実

施
と

S
A
評

価
技

術
の

確
立

損
傷

炉
心

燃
料

等
を

安
定

に
冷

却
で

き
る

手
段

の
多

様
化

を
行

う
研

究
●

S
A
後

の
炉

心
冷

却
性

に
関

す
る

ナ
トリ

ウ
ム

試
験

（A
th

e
N
a）

の
実

施
と

S
A
評

価
技

術
の

確
立

S
A

対
策

強
化

の
具

体
化

●
「も

ん
じ

ゅ
」の

実
機

経
験

・知
見

取
得

及
び

S
A
研

究
成

果
に

基
づ

く
S
A
対

策
の

確
立

(最
適

化
)

●
国

際
標

準
の

安
全

設
計

ク
ラ

イ
テ

リ
ア

（
S
D
C
）
・
安

全
設

計
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

(S
D
G
)の

構
築

と
こ

れ
に

必
要

な
S
A
に

関
わ

る
安

全
設

計
・評

価
の

具
体

的
要

求
事

項
の

整
備

高
速
増
殖
炉
/高

速
炉
の
安
全
性
強
化
を
目
指
し
た
研
究
開
発

「
も

ん
じ

ゅ
」

以
外

で
実

施

「
も

ん
じ

ゅ
」

で
実

施

東
電

福
島

事
故

を
踏

ま
え
実

施
す
る
安

全
性

強
化

の
た
め
の
研

究
開

発

添
付

資
料

３

東
電

福
島

第
一

原
子

力
発

電
所

事
故

の
経

験
を

踏
ま

え
た

高
速

増
殖

炉
/
高

速
炉

の
安

全
技

術
体

系
を

構
築

す
る

た
め

、
「も

ん
じ

ゅ
」
で

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
（
Ｓ

Ａ
）
対

策
に

関
す

る
実

践
的

な
研

究
開

発
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
S
A
を

模
擬

し
た

試
験

や
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

コ
ー

ド
を

含
む

S
A
評

価
技

術
の

開
発

を
実

施
す

る
こ

と
を

検
討

。
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２
．
設

備
の
健

全
性

確
認

水
・
蒸

気
系

終
了 ▼

（設
備

点
検

、
水

・蒸
気

系
の

機
能

確
認

等
）

試
験
再
開
準
備

（
４
ヶ
月

程
度

）
安
全
面
の
確
認

性
能
試
験

１
．
研

究
計

画
の
策

定
中

間
取

り
ま

と
め

▼
最

終
取

り
ま

と
め

▼

技
術
面
の
検
討

9
1
0

1
1

1
2

1
2

3
4

但
し

、
規

制
委

員
会

が
新

た
に

定
め

る
安

全
基

準
へ

の
対

応
等

の
状

況
に

よ
っ

て
、
確

認
の

時
期

の
変

更
は

あ
り
得

る
。

平
成
2
4
年
度

平
成
2
5
年
度

試
験

再
開

に
必

要
な

設
備

の
点

検
通

常
設

備
点

検

敷
地

内
の

破
砕

帯
追

加
調

査

３
．
改

正
原

子
炉

等
規

制
法

対
応

基
準

の
公

布
・施

行 ▼

破
砕

帯
調

査
終

了
▼

耐
震

再
評

価
終

了
▼

活
断

層
の

連
動

性
審

議

規
制

委
員

会
安

全
基

準
等

整
備

４
．
耐

震
評

価
対

応

試 験 再 開 に 向 け た 確 認夏
頃

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
試

験
再

開
に
向

け
て
検

討
・
確

認
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て

添
付

資
料

４
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